
一

は
じ
め
に

井
上
円
了
が
大
正
六
年
に
二
度
行
っ
た
群
馬
県
巡
講
の
記
録
は
︑そ
れ
ぞ
れ
の
回
ご
と
の
二
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
︒
そ
の
内
︑

九
月
二
十
六
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
に
か
け
て
の
分
は
︑﹁
群
馬
県
第
一
回
巡
講
日
誌
﹂
と
い
う
題
目
で
﹃
南
船
北
馬
集
第
一
四
集
﹄

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒﹃
井
上
円
了
選
集
第
一
五
巻
﹄︵
一
九
九
八
年
︑
東
洋
大
学
発
行
︶
を
も
と
に
︑
巡
講
日
誌
に
記
載
さ
れ
て
い

る
人
物
や
訪
問
地
の
記
述
に
た
い
し
て
︑
巡
講
地
の
市
町
村
史
や
人
物
誌
︑
訪
問
地
の
聞
き
取
り
調
査
を
も
と
に
註
解
を
付
す
と
と

も
に
︑
明
白
な
誤
植
を
直
す
も
の
で
あ
る
︒

そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
行
お
う
と
考
え
た
の
は
︑﹁
群
馬
県
第
二
回
巡
講
日
誌
﹂
に
︑
中
之
条
町
の
浄
土
宗
清
見
寺
に
つ
い

て
︑﹁
与
津
清
見
寺
﹂
と
記
さ
れ
て
お
り
︑
円
了
が
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
南
側
が
開
い
て
い
る
土
地
に
建
つ
清
見
寺
と
い
え
ば
︑
清
見

潟
に
面
す
る
興
津
清
見
寺
に
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
あ
る
︒
そ
の
ほ
か
に
も
精
読
す
る
と
誤
植
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が

散
見
さ
れ
た
の
で
︑
註
解
を
付
し
て
︑
百
年
後
の
現
代
的
に
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
た
も
の
で
あ
る
︒

講
演
場
所
の
学
校
は
︑
継
続
し
て
い
る
場
合
は
現
校
名
で
︑
廃
校
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
廃
校
時
の
校
名
と
し
た
︒
宿
泊
場
所
を

含
め
︑
寺
院
は
移
動
し
て
い
な
い
が
︑
そ
れ
ら
以
外
の
民
間
施
設
は
︑
場
所
が
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
︑
場
所
が
判
明
す
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る
と
き
は
︑
場
所
を
記
し
て
い
る
︒
そ
の
ま
ま
で
は
長
い
の
で
︑
十
日
ず
つ
に
区
切
っ
た
︒

二

出
発

九
月
二
十
六
日
曇
り
︒
午
前
八
時
に
︑
当
時
の
浅
草
駅
︑
現
在
の
と
う
き
ょ
う
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
駅
を
伊
勢
崎
行
き
の
汽
車
で
出
発

し
た
︒
随
行
の
角
田
松
寿
は
︑
大
正
八
年
の
﹃
東
洋
大
学
一
覧
﹄
の
﹁
出
身
者
一
覧
﹂
に
︑
新
潟
県
出
身
︑
巣
鴨
在
住
と
し
て
名
前

が
あ
る
(

)

︒
ま
た
︑
著
書
と
し
て
︑
昭
和
八
年
に
興
風
書
院
か
ら
出
版
し
た
﹃
実
験
霊
能
難
病
黒
焼
療
法
﹄
が
あ
る
︒
円
了
は
十
時

１

半
に
太
田
駅
に
着
い
て
い
る
が
︑
現
在
は
特
急
で
浅
草
駅
か
ら
九
十
分
弱
で
あ
る
が
︑
特
急
を
使
わ
な
い
場
合
︑
二
時
間
以
上
か
か

る
︒

三

九
月
下
旬

九
月
二
十
六
日
午
後
に
︑
太
田
高
校
で
講
演
を
し
た
︒
校
長
の
角
田
伝
は
群
馬
県
出
身
で
︑
後
に
跡
見
女
学
校
で
数
学
と
理
科
を

担
当
し
て
い
る
(

)

︒
太
田
の
呑
竜
様
と
は
︑
浄
土
宗
義
重
山
大
光
院
の
こ
と
で
︑
呑
竜
は
初
代
住
職
の
名
で
あ
り
︑
そ
の
日
は
縁
日

２

が
立
っ
て
い
た
︒
宿
泊
し
た
芭
蕉
屋
は
こ
の
後
も
泊
ま
っ
て
い
る
が
︑
詳
細
は
不
明
で
あ
る
︒
郡
内
の
巡
講
は
教
育
会
の
主
催
で
︑

各
町
村
で
開
会
し
︑
毎
日
午
前
と
午
後
の
二
回
講
演
を
し
た
︒
羽
鳥
升
平
郡
視
学
と
木
村
邦
十
郎
郡
書
記
が
各
講
演
場
所
に
同
行
し

て
︑
案
内
の
労
を
と
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
︒
新
田
郡
長
は
天
笠
久
真
三
(

)

だ
っ
た
︒

３

二
十
七
日
雨
の
ち
晴
れ
︒
朝
に
︑
街
の
北
側
の
山
裾
に
あ
る
大
光
院
に
参
詣
し
た
︒﹁
新
田
家
の
祖
︑
義
重
を
開
基
﹂
と
あ
る
が
︑

徳
川
家
康
が
新
田
氏
の
裔
を
名
乗
っ
た
こ
と
に
よ
り
︑
一
六
一
三
年
に
開
か
れ
た
寺
で
あ
る
︒
つ
い
で
︑
山
麓
を
北
に
移
動
し
︑
義

貞
院
金
竜
寺
境
内
に
あ
る
新
田
義
貞
墓
所
を
た
ず
ね
た
︒
山
上
に
は
義
貞
公
の
霊
を
祭
る
新
田
神
社
が
あ
る
︒
そ
の
山
は
金
山
と
い

194



い
︑
戦
国
時
代
の
城
跡
で
︑
金
山
城
跡
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
が
︑
円
了
は
神
社
ま
で
は
行
っ
て
い
な
い
書
き
ぶ
り
で
あ
る
︒

金
竜
寺
を
出
で
て
市
街
の
方
に
向
か
う
と
︑
高
山
彦
九
郎
を
祭
る
高
山
神
社
が
あ
り
参
拝
し
た
︒
円
了
が
参
拝
し
た
拝
殿
は
現
在

の
社
務
所
に
あ
っ
た
も
の
で
︑
現
在
の
拝
殿
と
は
異
な
る
︒
そ
し
て
︑
太
田
小
学
校
に
そ
の
ま
ま
移
動
し
て
講
演
を
し
た
︒
開
会
は

町
教
育
会
の
主
催
で
︑
武
川
六
太
郎
町
長
︑
堀
越
松
次
郎
小
学
校
長
が
発
起
人
だ
っ
た
︒
午
後
に
︑
人
力
車
で
九
合
村
に
移
動
し
︑

九
合
小
学
校
で
講
演
し
た
︒
二
校
間
の
距
離
が
半
里
余
と
あ
る
が
︑
直
線
距
離
で
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
(

)

︒
倉
沢
平
次
郎
村

４

長
︑
島
山
角
太
郎
小
学
校
長
が
発
起
人
だ
っ
た
︒
夕
方
︑
芭
蕉
屋
に
戻
り
︑
宿
泊
し
た
︒

二
十
八
日
晴
れ
︑
夜
は
雨
︒
人
力
車
で
沢
野
村
に
移
動
し
︑
午
前
は
太
田
小
学
校
か
ら
三
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
︑
沢
野
村

の
沢
野
小
学
校
で
講
演
し
た
︒
神
谷
健
三
郎
村
長
︑
富
岡
達
四
郎
小
学
校
長
が
発
起
人
だ
っ
た
︒
午
後
は
︑
尾
島
町
に
移
動
し
て
講

演
し
た
︒
発
起
人
は
十
代
町
長
の
金
井
貢
町
長
と
塚
越
輝
平
小
学
校
長
︑
橋
本
武
八
助
役
な
ど
二
十
九
名
で
あ
る
︒
講
演
場
所
が
記

さ
れ
て
い
な
い
が
︑
太
田
市
亀
岡
町
に
あ
る
尾
島
小
学
校
で
あ
る
︒
沢
野
小
学
校
か
ら
は
三
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
︒
金

井
町
長
が
代
議
士
(

)

だ
っ
た
と
き
に
面
識
を
得
て
い
る
︒
製
糸
業
が
盛
ん
で
︑
製
糸
機
の
音
が
談
話
を
遮
る
ほ
ど
だ
っ
た
︒
宿
所

５

は
芳
沢
旅
館
だ
が
︑
場
所
は
不
明
で
あ
る
︒

二
十
九
日
雨
︒
午
前
は
︑
人
力
車
で
尾
島
小
学
校
か
ら
三
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
世
良
田
村
の
世
良
田
小
学
校
で
講
演
し
た
︒

村
役
場
︑
小
学
校
︑
青
年
会
の
主
催
で
︑
栗
原
大
三
郎
村
長
(

)

︑
渋
沢
嘉
津
間
小
学
校
長
が
発
起
人
だ
っ
た
︒
生
徒
千
人
︑
幅
七
間
︑

６

長
さ
十
五
間
の
講
堂
を
有
し
︑
会
場
の
壮
大
な
る
こ
と
郡
内
第
一
だ
っ
た
︒
村
内
の
字
徳
川
は
徳
川
家
の
発
祥
地
で
あ
る
と
し
て
︑

そ
の
旧
址
に
世
良
田
東
照
宮
が
あ
る
︒
午
後
は
︑
人
力
車
で
四
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
︑
木
崎
町
の
木
崎
小
学
校
に
移
っ
て
講

演
し
た
︒
中
島
永
一
郎
町
長
(

)

︑
小
川
亀
三
郎
小
学
校
長
が
発
起
人
だ
っ
た
︒﹁
当
夕
︑
尾
島
町
に
帰
宿
す
﹂
と
あ
る
の
で
︑
宿
舎
は

７

同
じ
く
芳
沢
旅
館
で
あ
る
︒
な
お
︑
尾
島
小
学
校
ま
で
の
距
離
は
二
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
︑
木
崎
と
尾
島
を
結
ぶ
道
が
あ
る
︒
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三
十
日
雨
︒
午
前
は
︑
人
力
車
で
宝
泉
村
に
移
動
し
︑
尾
島
小
学
校
か
ら
三
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
宝
泉
小
学
校
で
講
演
し

た
︒
渡
辺
梅
五
郎
村
長
︑
栗
原
資
三
郎
小
学
校
長
が
発
起
人
だ
っ
た
︒
午
後
は
︑
更
に
人
力
車
で
三
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
移
動
し
︑

鳥
之
郷
村
の
鳥
之
郷
小
学
校
で
講
演
し
た
︒
発
起
人
は
武
内
織
次
郎
村
長
︑
斎
藤
熊
雄
小
学
校
長
だ
っ
た
︒
こ
の
夜
は
姫
子
鉱
泉
の

旅
館
大
島
屋
に
泊
ま
っ
た
︒
姫
子
鉱
泉
自
体
の
場
所
が
不
明
だ
が
︑
太
田
市
大
島
町
が
東
武
桐
生
線
の
太
田
駅
と
三
枚
橋
駅
の
間
に

あ
る
︒
翌
日
午
前
の
会
場
と
鳥
之
郷
小
学
校
の
間
が
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
な
の
で
︑
会
場
か
ら
離
れ
る
︑
丘
陵
で
は
な
い
方
向
に

移
動
し
た
と
思
わ
れ
る
︒﹁
夜
半
後
︑
雨
が
激
し
く
な
り
暴
風
が
加
わ
り
︑
建
物
が
揺
れ
︑
安
眠
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
﹂
と
記

す
が
︑
こ
れ
は
台
風
が
襲
来
し
た
た
め
で
︑
行
徳
や
深
川
は
︑
大
潮
の
満
潮
と
台
風
が
重
な
っ
た
た
め
︑
高
潮
と
な
っ
た
︒
円
了
は
︑

こ
れ
を
﹁
つ
な
み
襲
来
︑
悲
惨
を
極
む
︒
当
夕
︑
中
秋
十
五
夜
な
る
に
こ
の
惨
事
あ
り
﹂
と
記
し
て
い
る
が
︑
満
月
ゆ
え
に
︑
満
潮

時
の
水
位
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
︒

四

十
月
上
旬

十
月
一
日
晴
れ
︒
台
風
一
過
の
良
い
天
気
だ
っ
た
︒
朝
︑
旅
館
を
出
る
と
︑
田
ん
ぼ
も
道
も
雨
水
が
溜
ま
っ
て
い
た
︒
人
力
車
で

強
戸
村
に
入
っ
た
が
︑
道
は
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
た
め
︑
ぬ
か
る
み
が
ひ
ど
く
人
力
車
が
よ
う
や
く
通
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
︒
会
場
は

強
戸
小
学
校
で
︑
発
起
人
は
増
田
才
次
郎
村
長
︑
森
下
正
作
小
学
校
長
な
ど
だ
っ
た
︒
午
後
は
︑
生
品
村
の
生
品
小
学
校
に
移
っ
て

講
演
し
た
︒
ま
だ
︑
道
は
ぬ
か
る
ん
だ
ま
ま
だ
っ
た
︒
距
離
は
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
︒
須
永
富
次
郎
村
長
(

)

と
茂
木
新

８

助
が
発
起
人
だ
っ
た
︒
講
演
後
︑
更
に
南
に
一
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
行
っ
て
︑
新
田
義
貞
館
跡
と
伝
わ
る
反
町
町
の
薬
師
に
宿
し
た
︒

寺
号
は
照
明
寺
で
真
言
宗
で
あ
る
︒
毎
年
︑
旧
正
月
四
日
は
薬
師
の
縁
日
で
(

)

︑
老
弱
男
女
群
集
し
︑
堂
の
内
外
充
溢
す
と
い
う
︒

９

そ
の
夜
は
旧
八
月
十
六
日
で
︑
明
月
が
高
く
か
か
り
︑
大
気
は
澄
み
渡
り
︑
境
内
の
庭
が
広
く
︑
月
見
に
適
し
て
い
た
の
で
︑
漢
詩
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を
一
首
作
っ
た
︒

二
日
晴
れ
︒
午
前
は
︑
人
力
車
で
三
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
綿
打
村
の
綿
打
小
学
校
で
講
演
を
し
た
︒
発
起
人
は
正
田
盛
作

村
長
(

)

と
青
木
嘉
之
小
学
校
長
だ
っ
た
︒
午
後
は
︑
人
力
車
で
薮
塚
本
町
に
移
動
し
た
︒
途
中
の
道
は
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
︑
桜
並

10

木
が
続
い
て
い
た
(

)

︒
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
薮
塚
本
町
小
学
校
で
行
っ
た
︒
発
起
人
は
町
田
啓
次
郎
町
長
と
佐
野
間
竜
童
小

11

学
校
長
だ
っ
た
︒
講
演
が
終
わ
っ
た
ら
︑
人
力
車
で
二
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
行
き
︑
山
麓
に
あ
る
温
泉
場
に
至
り
︑
今
井
館
(

)

に
泊

12

ま
っ
た
︒
東
武
桐
生
線
薮
塚
駅
か
ら
の
道
の
り
が
︑
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
︒
書
家
の
日
下
部
鳴
鶴
は
︑
こ
こ
に
余
霞
楼
と

題
字
記
し
て
い
る
︒
旅
館
主
の
今
井
伊
三
郎
は
︑
俗
気
を
脱
し
て
風
流
思
想
を
持
っ
て
い
て
︑
哲
学
堂
に
寄
付
を
し
て
く
れ
た
︒
今

井
館
の
隣
に
伏
島
館
(

)

が
あ
る
︒
更
に
丘
を
隔
て
て
長
岡
鉱
泉
(

)

が
あ
る
︒
道
の
り
は
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
︑
長
生
館
と
い
う
旅

13

14

館
が
あ
る
と
い
う
︒

三
日
晴
れ
︒
人
力
車
で
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
行
っ
た
︑
太
田
市
か
ら
み
ど
り
市
に
入
り
︑
笠
懸
村
の
西
因
舎
第
一
番
分
校
(

)

で
︑

15

午
前
の
講
演
を
し
︑
更
に
東
因
舎
第
二
番
分
校
(

)

に
移
り
︑
午
後
の
講
演
を
し
た
︒
発
起
人
は
赤
石
益
太
郎
村
長
︑
岩
崎
喜
四
郎
第

16

一
番
分
校
長
(

)

︑
津
久
井
藤
一
郎
第
二
番
分
校
長
(

)

だ
っ
た
︒
両
校
の
間
は
︑
約
二
キ
ロ
離
れ
て
い
る
︒
本
日
で
新
田
郡
が
終
わ

17

18

る
の
で
︑
天
笠
郡
長
の
来
訪
が
あ
っ
た
︒
宿
所
は
赤
石
村
長
の
自
宅
だ
っ
た
︒
羽
鳥
視
学
︑
木
村
書
記
は
ず
っ
と
同
行
し
て
く
れ
た
︒

四
日
曇
と
晴
︒
赤
石
村
長
宅
か
ら
︑
七
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
岩
宿
駅
よ
り
鉄
道
に
乗
車
し
︑
前
橋
駅
で
下
車
し
︑
こ
れ
よ
り
四
・

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
間
︑
利
根
川
の
橋
(

)

を
渡
り
︑
桑
畑
の
間
を
人
力
車
で
通
過
し
て
群
馬
郡
総
社
町
に
至
っ
た
︒
養
蚕
業
が
盛
ん

19

で
あ
る
︒
宿
泊
所
は
天
台
宗
の
名
刹
光
厳
寺
で
︑
館
林
藩
主
秋
元
家
の
菩
提
寺
だ
っ
た
︒
会
場
は
門
前
の
総
社
小
学
校
で
︑
主
催
は

仏
教
協
和
会
︑
発
起
人
は
神
谷
周
吉
町
長
︑
丹
下
愛
作
小
学
校
長
︑
協
和
会
の
大
滝
卓
雄
︑
光
厳
寺
住
職
で
協
和
会
の
宮
本
順
良
だ
っ

た
︒
こ
の
日
︑
高
橋
朝
治
群
馬
郡
視
学
の
来
訪
が
あ
っ
た
︒
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五
日
雨
︒
人
力
車
行
で
七
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︑
桑
園
稲
田
の
間
を
通
っ
て
塚
沢
村
の
塚
沢
小
学
校
で
︑
午
前
の
講
演
を
し
た
︒

主
催
は
群
馬
郡
学
事
会
︑
発
起
人
は
反
町
重
治
郎
(

)

ほ
か
十
二
名
だ
っ
た
︒
午
後
︑
一
・
四
キ
ロ
人
力
車
に
乗
り
︑
高
崎
市
に
入
っ

20

た
本
町
三
丁
目
停
留
所
か
ら
路
面
電
車
に
乗
っ
て
︑
金
古
町
の
金
古
小
学
校
で
講
演
し
た
︒
主
催
は
学
事
会
で
︑
発
起
人
は
岩
井
武

治
校
長
︑
高
橋
良
作
町
長
︑
国
府
︑
清
里
︑
堤
ケ
岡
三
校
長
ら
で
︑
宿
所
は
曹
洞
宗
常
仙
寺
で
あ
る
︒
こ
こ
は
昔
︑
越
後
街
道
の
宿

場
だ
っ
た
の
で
︑
旅
客
に
宿
泊
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
︑
当
時
は
全
く
農
村
と
な
っ
て
い
た
︒

六
日
雨
︒
金
古
か
ら
電
車
で
渋
川
町
に
行
っ
た
︒
渋
川
と
高
崎
の
間
は
二
〇
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
(

)

︑
金
古
は
そ
の
中
ほ
ど
に
あ

21

る
︒
渋
川
で
一
時
間
半
︑
馬
車
鉄
道
の
発
車
を
待
ち
︑
十
時
に
渋
川
を
発
っ
て
︑
十
二
時
に
利
根
郡
沼
田
町
に
着
い
た
︒
そ
の
間
の

行
程
は
約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︑
近
々
馬
鉄
を
電
気
鉄
道
に
変
換
す
る
と
い
う
(

)

︒
本
日
の
行
程
は
総
計
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

22

あ
る
︒
沼
田
の
市
街
は
丘
陵
の
上
に
あ
っ
て
井
戸
水
に
乏
し
く
︑
飲
用
水
に
は
不
便
さ
を
感
し
る
が
︑
眺
望
は
よ
い
︒
昼
食
を
利
根

郡
役
所
で
し
た
が
︑
そ
こ
は
崖
頭
に
あ
っ
て
︑
室
内
よ
り
利
根
川
を
見
渡
せ
︑
対
岸
の
丘
山
起
伏
を
借
景
に
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
︒

午
後
の
講
演
会
場
の
沼
田
小
学
校
は
大
校
舎
と
大
講
堂
が
あ
る
︒
生
徒
一
千
四
百
人
で
︑
大
講
堂
は
︑
幅
八
間
︑
長
さ
十
八
間
で
あ

る
︒
聴
衆
が
五
百
人
以
上
い
た
が
︑
講
堂
の
面
積
の
三
分
の
一
を
満
た
さ
な
か
っ
た
︒
発
起
人
は
森
川
松
太
郎
町
長
(

)

と
︑
平
野
書

23

記
︑
宮
下
︑
三
井
︑
根
岸
四
氏
だ
っ
た
︒
休
憩
所
は
町
役
場
だ
っ
た
︒
宿
所
だ
っ
た
杉
丸
旅
館
の
掲
示
を
見
る
と
︑
宿
泊
料
が
一
等

二
円
︑
二
等
一
円
二
十
銭
︑
三
等
八
十
五
銭
と
あ
っ
た
︒
ま
た
︑
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
に
︑
按
摩
十
五
銭
︑
斬
髪
十
四
銭
︑
湯
賃
三

銭
︑
大
工
一
日
八
十
銭
︑
人
力
一
里
四
︑
五
十
銭
︑
馬
鉄
渋
川
ま
で
一
人
に
つ
き
四
十
五
銭
と
い
う
︒
よ
っ
て
当
地
の
物
価
が
分
か
っ

た
︒七

日
晴
雨
不
定
︒
馬
車
で
八
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
白
沢
村
字
高
平
に
行
っ
た
︒
道
ば
た
は
桑
園
で
は
な
い
と
こ
ろ
は
な

か
っ
た
︒
会
場
と
宿
は
曹
洞
宗
雲
谷
寺
で
あ
る
︒
星
野
全
竜
住
職
は
哲
学
館
に
通
っ
て
い
た
︒
曹
洞
宗
の
布
教
師
と
な
っ
て
い
る
︒
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藤
井
関
蔵
村
長
︑
増
田
金
作
県
会
議
員
︑
森
島
順
之
助
白
沢
小
学
校
長
︑
岡
村
為
蔵
助
役
︑
小
野
要
吉
書
記
︑
山
口
磯
一
軍
人
会
長

な
ど
が
発
起
人
だ
っ
た
︒

八
日
雨
︒
雲
谷
寺
山
を
越
え
て
真
っ
直
ぐ
行
く
と
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
の
り
だ
が
︑
徒
歩
の
み
な
の
で
馬
車
で
一
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
迂
回
を
し
た
︒
泥
が
深
く
て
馬
が
進
ま
ず
三
時
間
を
費
や
し
て
よ
う
や
く
川
場
村
の
川
場
小
学
校
(

)

に
着
き
︑
午
後

24

の
講
演
を
し
た
︒
発
起
人
は
宮
田
曾
六
村
長
︑
桑
原
仲
蔵
助
役
︑
桑
原
亀
三
郎
収
入
役
︑
井
上
好
人
村
会
議
員
だ
っ
た
︒
役
場
の
二

階
に
待
賓
室
が
あ
り
︑
こ
こ
に
宿
泊
し
た
︒
小
使
は
髷
を
結
っ
て
い
た
︒
利
根
郡
に
て
は
各
村
平
均
一
人
の
結
髪
者
が
い
る
と
聞
い

た
︒
役
場
か
ら
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
川
場
温
泉
に
な
る
︒
利
根
郡
の
景
色
で
漢
詩
を
一
首
詠
ん
だ
︒

九
日
晴
れ
︒
早
朝
か
ら
馬
車
に
乗
っ
て
︑
再
び
白
沢
村
に
入
り
︑
雲
谷
寺
の
あ
る
高
平
で
馬
の
背
に
移
っ
た
︒
こ
こ
か
ら
坂
を
幾

つ
も
越
え
て
片
品
川
に
沿
い
進
み
︑
東
村
に
出
た
︒
坂
道
の
表
面
に
敷
か
れ
た
石
が
で
こ
ぼ
こ
で
︑
ま
た
泥
が
深
く
︑
馬
が
遅
々
と

し
て
進
ま
な
か
っ
た
︒
ま
も
な
く
︑
新
道
が
開
通
す
る
と
聞
い
た
︒
会
場
は
東
村
字
追
貝
の
旧
沼
田
市
立
利
根
東
小
学
校
(

)

で
あ

25

る
︒
川
場
か
ら
の
行
程
が
約
二
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
︑
午
後
一
時
に
着
い
た
︒
発
起
人
は
星
野
雅
一
郎
村
長
︑
小
尾
常
菊
小
学
校
長
︑

金
子
長
次
郎
書
記
で
あ
る
︒
東
村
か
ら
片
品
村
を
経
て
︑
日
光
湯
本
温
泉
に
出
ず
る
金
精
峠
越
え
の
山
道
が
あ
り
︑
一
日
で
湯
本
温

泉
に
達
す
る
︒
い
わ
ゆ
る
小
川
越
え
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
︒
そ
し
て
日
光
の
門
前
町
ま
で
の
道
の
り
は
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
言
わ
れ
る
(

)

︒
ま
た
︑
本
村
に
は
山
水
の
奇
勝
が
あ
り
︑
一
つ
目
は
千
歳
橋
で
︑
そ
の
形
が
甲
州
の
猿
橋
に
似
て
い
て
︑
そ
れ

26

に
匹
敵
す
る
︒
そ
し
て
︑
障
子
岩
︑
飛
鱒
の
滝
︑
吹
割
の
滝
な
ど
が
あ
る
︒
そ
れ
ら
の
光
景
は
到
底
筆
で
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
︒
し
か
し
︑
こ
れ
ら
を
見
物
し
て
七
言
絶
句
の
一
首
を
賦
し
た
︒
昨
日
ま
で
雨
だ
っ
た
の
で
︑
水
勢
が
強
く
一
層
雄
壮
だ
っ
た
︒

山
林
の
一
︑
二
割
が
紅
葉
を
帯
び
て
い
た
︒
東
村
の
小
学
校
の
通
学
区
域
が
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
渡
る
の
で
︑
小
学
校
に
寄

宿
舎
の
設
備
が
あ
り
︑
分
校
も
六
カ
所
に
あ
る
︒
隣
村
の
片
品
村
は
七
つ
の
分
校
が
あ
る
と
い
う
︒
夜
は
︑
追
貝
の
柏
屋
旅
館
に
泊
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ま
っ
た
︒
こ
の
方
面
は
す
べ
て
生
方
宗
三
郎
郡
書
記
が
案
内
し
て
く
れ
た
︒

十
日
晴
れ
︒
馬
に
乗
っ
て
再
び
幾
つ
も
坂
を
越
え
︑
高
平
か
ら
馬
車
に
移
っ
て
︑
沼
田
に
帰
り
︑
午
後
沼
田
高
校
(

)

で
校
友
会
の

27

た
め
に
講
演
を
し
た
︒
中
学
校
長
は
河
口
清
之
だ
っ
た
︒
こ
の
夜
は
再
び
杉
丸
館
に
宿
泊
し
た
︒
客
室
の
設
備
が
完
璧
で
︑
室
内
に

卓
上
電
話
が
あ
り
呼
び
出
し
が
で
き
た
︒
野
中
富
三
郎
郡
長
の
来
訪
が
あ
っ
た
︒

五

十
月
中
旬

十
月
十
一
日
晴
れ
︒
鈴
木
銀
蔵
郡
視
学
と
馬
車
で
道
の
り
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
移
動
し
︑
水
上
村
字
湯
原
に
入
っ
た
︒
途
中
︑
近

来
の
水
害
の
た
め
︑
橋
が
落
ち
︑
道
が
崩
れ
て
︑
馬
車
で
進
め
な
い
と
こ
ろ
が
一
︑
二
カ
所
あ
っ
た
︒
午
後
に
水
上
小
学
校
で
講
演

を
し
た
︒
聴
衆
の
中
に
は
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
山
の
中
か
ら
来
た
と
い
う
人
も
い
た
と
い
う
︒
発
起
人
は
鈴
木
周
太
郎

村
長
︑
梶
原
三
小
学
校
長
な
ど
で
あ
る
︒
字
湯
原
甲
の
米
屋
旅
館
は
円
了
が
四
十
年
前
︑
清
水
峠
の
山
道
を
越
え
て
越
後
の
郷
里
に

往
復
し
た
際
︑
宿
泊
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
︒
宿
料
は
特
別
上
等
一
円
︑
一
等
八
十
銭
︑
二
等
七
十
銭
︑
三
等
六
十
銭
と
あ
っ
て
︑

非
常
に
安
い
︒
食
膳
に
イ
ナ
ゴ
の
佃
煮
を
加
え
て
い
る
︒
山
形
は
茶
菓
子
の
代
わ
り
に
イ
ナ
ゴ
を
出
す
が
︑食
事
に
用
い
な
い
の
で
︑

山
形
県
以
上
の
こ
と
で
あ
る
︒
米
屋
に
は
内
湯
が
な
い
︒
内
湯
が
あ
る
の
は
藤
屋
と
古
屋
(

)

で
あ
る
︒
米
屋
の
宿
泊
客
は
中
等
以

28

下
の
客
が
多
く
︑
旅
館
設
備
も
そ
れ
相
応
で
あ
る
︒
県
道
よ
り
温
泉
場
に
入
る
所
に
一
本
の
橋
が
あ
っ
て
︑
両
岸
の
岩
が
屹
立
し
て

い
る
様
は
︑
東
村
の
千
歳
橋
の
風
景
に
似
て
い
る
︒
こ
こ
か
ら
利
根
川
の
源
流
を
遡
る
こ
と
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
︑
藤

原
と
い
う
集
落
が
あ
る
︒
こ
こ
は
﹁
利
根
郡
の
樺
太
﹂
と
呼
べ
る
と
こ
ろ
で
︑
樺
太
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
を
懐
か
し
ん
で
一
首
詠

ん
だ
︒

十
二
日
晴
れ
︑
た
だ
し
風
が
あ
る
︒
早
朝
︑
馬
車
で
湯
原
を
発
ち
︑
前
日
の
道
を
繰
り
返
し
て
後
閑
に
至
っ
て
︑
橋
を
渡
り
桃
野
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村
字
月
夜
野
に
入
っ
た
︒
途
中
︑
山
林
に
紅
葉
が
点
々
と
し
て
い
る
の
は
晩
秋
に
入
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
︒
会
場
は
劇
場
桃
栄
館

で
︑
発
起
人
は
後
閑
源
助
村
長
(

)

︑
高
橋
徳
太
郎
助
役
︑
櫛
淵
啓
三
郎
古
馬
牧
野
村
助
役
(

)

︑
増
田
誠
三
収
入
役
(

)

な
ど
で
あ
る
︒

29

30

31

当
夕
は
後
閑
村
長
の
家
に
泊
ま
っ
た
︒
造
酒
業
を
営
ん
で
い
る
︒
東
洋
大
学
出
身
者
で
あ
る
沼
田
町
の
佐
藤
海
豊
︑
古
馬
牧
野
村
の

青
木
道
純
︑
薄
根
村
の
宮
沢
竜
海
(

)

が
慰
問
に
来
た
︒
村
内
に
は
沼
田
藩
主
が
真
田
家
だ
っ
た
時
代
の
義
民
茂
左
衛
門
を
祀
る
茂

32

左
衛
門
稲
荷
が
あ
る
︒

十
三
日
晴
れ
︑
夕
方
か
ら
少
雨
︒
馬
車
に
乗
っ
て
新
治
村
に
入
っ
た
︒
途
中
に
塩
原
多
助
の
墓
(

)

を
見
る
︒
従
来
か
ら
一
角
を

33

砕
き
て
石
片
を
取
り
去
っ
て
持
っ
て
い
る
と
︑
相
場
に
当
た
る
と
か
︑
ま
た
は
金
持
ち
に
な
る
と
か
の
迷
信
が
あ
る
と
い
う
︒
ま
た
︑

こ
の
辺
り
は
山
栗
の
産
地
で
︑
山
の
よ
う
に
栗
を
積
ん
で
い
る
家
が
あ
る
︒
会
場
は
村
役
場
だ
っ
た
み
な
か
み
町
新
治
支
所
(

)

で
︑

34

発
起
人
は
木
桧
仙
太
郎
村
長
︑
沢
口
蔦
五
郎
助
役
︑
清
水
竹
次
郎
収
入
役
な
ど
で
あ
る
︒
講
演
後
︑
更
に
赤
谷
川
を
遡
る
こ
と
一
・

九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
湯
宿
温
泉
に
移
り
︑
若
山
牧
水
も
泊
っ
た
金
田
屋
に
宿
泊
し
た
︒
ほ
か
に
湯
本
旅
館
が
あ
り
︑
と
も
に
内
湯
が

あ
る
︒
こ
こ
か
ら
更
に
遡
る
と
法
師
温
泉
が
あ
る
(

)

︒
三
国
峠
の
下
の
︑
谷
間
に
湯
宿
が
あ
り
︑
長
寿
館
と
武
蔵
館
と
い
う
(

)

︒

35

36

三
十
五
年
前
に
帰
郷
の
際
に
入
浴
し
た
こ
と
が
あ
る
︒
食
後
︑
一
吟
を
試
み
た
︒

十
四
日
晴
れ
︒
早
朝
湯
宿
か
ら
馬
車
で
道
の
り
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
沼
田
に
行
っ
た
︒
更
に
馬
鉄
に
乗
っ
て
︑
群
馬
郡
渋
川
町

に
行
っ
て
︑午
後
に
講
演
を
し
た
︒
こ
の
日
の
道
の
り
は
三
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
っ
た
︒
会
場
の
渋
川
北
小
学
校
は
校
舎
が
大
き
く
︑

し
か
も
丘
上
に
あ
っ
て
遠
く
ま
で
見
渡
せ
た
︒
学
校
前
に
天
台
宗
真
光
寺
(

)

の
大
伽
藍
を
見
る
︒
こ
の
寺
は
円
了
が
二
十
年
余
り

37

前
に
講
演
し
た
会
場
で
あ
る
(

)

︒
渋
川
町
は
四
通
八
達
の
要
路
で
︑
年
々
戸
口
増
加
し
て
い
る
と
聞
い
た
︒
主
催
は
学
事
会
で
︑
発

38

起
人
は
中
川
又
七
郎
学
事
会
長
︑
埴
田
好
蔵
副
会
長
︑
幹
事
︑
理
事
の
八
人
で
︑
宿
所
は
山
田
屋
旅
館
で
あ
る
︒

十
五
日
曇
晴
︒
渋
川
か
ら
金
古
ま
で
の
道
の
り
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
間
電
車
に
乗
り
︑
金
古
か
ら
箕
輪
村
ま
で
の
道
の
り
四
キ
ロ
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メ
ー
ト
ル
は
人
力
車
で
移
動
し
た
︒
こ
の
間
︑
桑
園
が
連
な
っ
て
い
る
が
︑
道
は
ぬ
か
る
み
︑
泥
が
深
く
て
︑
乗
客
と
車
夫
が
と
も

に
苦
し
ん
だ
︒
昼
間
は
箕
輪
小
学
校
︑
夜
間
は
宿
所
の
曹
洞
宗
松
山
寺
で
講
演
し
た
︒
主
催
は
仏
教
協
和
会
で
︑
五
十
嵐
禅
海
松
山

寺
住
職
︑
哲
学
館
に
通
っ
て
い
た
永
井
黙
淵
金
竜
寺
住
職
が
開
催
に
尽
力
し
︑
石
川
又
三
郎
村
長
︑
近
藤
守
多
小
学
校
長
も
助
け
て

く
れ
た
︒
こ
こ
は
昔
箕
輪
城
が
あ
っ
た
跡
で
︑
街
路
は
今
も
当
時
の
町
の
形
と
な
っ
て
い
る
︒

十
六
日
雨
︒
近
道
だ
と
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
を
人
力
車
は
迂
回
し
て
︑道
の
り
一
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
室
田
町
に
至
っ
た
︒

市
街
は
烏
川
に
沿
う
︒
こ
の
対
岸
の
里
見
村
で
講
演
し
た
こ
と
が
あ
る
(

)

︒
会
場
は
下
室
田
小
学
校
で
︑
主
催
は
学
事
会
︑
発
起
人

39

は
田
中
嘉
十
郎
下
室
田
小
学
校
長
(

)

︑
修
養
会
清
水
房
吉
︑
そ
の
他
︑
戸
塚
某
隣
村
校
長
︑
滋
野
某
︑
鐸
木
真
平
榛
名
山
小
学
校
長
(

)

︑

40

41

福
田
馬
太
郞
上
室
田
小
学
校
長
(

)

︑
清
水
武
衞
中
室
田
小
学
校
長
(

)

︑
鈴
木
某
が
尽
力
し
て
く
れ
た
︒
高
橋
郡
視
学
は
昨
日
も
今

42

43

日
も
出
席
し
た
︒
榛
名
神
社
は
本
町
内
だ
が
︑
下
室
田
の
市
街
地
か
ら
道
の
り
で
一
二
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
て
い
る
と
い

う
︒
宿
所
は
中
沢
屋
旅
館
だ
っ
た
︒
烏
川
を
流
れ
る
水
の
音
が
建
物
内
に
響
い
て
い
た
︒

十
七
日
雨
︒
人
力
車
で
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
︑
高
崎
市
の
劇
場
高
盛
座
で
(

)

︑
午
後
に
講
演
を
し
た
︒
こ
れ
は
市
教
育
会

44

の
主
催
で
︑
内
田
信
保
会
長
(

)

︑
平
井
八
太
郎
副
会
長
︑
幹
事
の
小
林
茂
高
崎
中
央
小
学
校
長
(

)

︑
浅
井
継
世
高
崎
北
小
学
校
長
(

)

︑

45

46

47

土
屋
性
一
郎
高
崎
南
小
学
校
長
(

)

︑
上
原
喜
曾
八
高
崎
東
小
学
校
長
(

)

︑
角
田
武
雄
高
崎
市
学
務
主
任
(

)

が
発
起
人
だ
っ
た
︒
当

48

49

50

夜
︑
宿
所
曹
洞
宗
赤
坂
山
長
松
寺
で
修
養
会
の
た
め
に
講
演
を
し
た
︒
山
端
息
耕
住
職
(

)

は
宗
教
に
も
教
育
に
も
熱
心
で
︑
す
で
に

51

子
守
学
校
(

)

を
設
け
︑
ま
た
修
養
会
の
運
営
を
し
て
い
る
︒
群
馬
郡
役
所
は
高
崎
市
内
に
あ
り
︑
郡
長
は
橋
本
直
次
郎
で
あ
る
︒

52

十
八
日
晴
雨
定
ま
ら
ず
︒
午
前
は
高
崎
女
子
高
校
(

)

で
講
演
を
し
た
︒
校
長
は
佐
藤
穂
三
郎
(

)

で
あ
る
︒
そ
こ
か
ら
滝
川
村
に

53

54

向
か
っ
た
が
︑
道
が
狭
く
泥
が
深
く
て
︑
人
力
車
が
覆
り
そ
う
に
な
る
こ
と
が
数
回
あ
っ
た
︒
次
の
会
場
ま
で
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離

れ
て
い
る
︒
会
場
兼
宿
所
の
慈
眼
寺
は
真
言
宗
高
野
派
の
中
本
山
で
︑
門
と
諸
堂
が
立
派
で
あ
る
︒
桜
の
木
が
名
高
く
︑
俗
に
花
見
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寺
と
呼
ば
れ
て
い
る
︒
山
号
を
華
敷
山
(

)

と
い
う
︒
そ
の
名
の
ご
と
く
︑
境
内
に
数
十
株
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
が
あ
る
︒
壁
に
元
知

55

事
揖
取
素
彦
の
観
桜
の
詩
幅
を
掲
げ
て
い
た
︒
こ
れ
を
一
読
し
て
い
る
と
即
興
の
一
首
が
浮
か
ん
だ
︒
当
地
の
開
会
は
三
カ
村
連
合

の
主
催
に
し
て
︑
天
田
俊
蔵
滝
川
村
長
︑
松
本
長
松
京
ケ
島
村
長
︑
信
沢
兼
吉
大
類
村
長
が
発
起
人
だ
っ
た
︒
慈
眼
寺
の
住
職
西
川

良
清
も
ま
た
大
い
に
尽
力
し
て
く
れ
た
︒

十
九
日
晴
れ
ま
た
雨
︒
人
力
車
で
道
の
り
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
倉
賀
野
駅
に
行
き
︑
鉄
道
に
乗
っ
て
︑
高
崎
︑
前
橋
を
経
由

し
︑
勢
多
郡
木
瀬
村
の
駒
形
駅
で
降
車
し
︑
駅
前
の
旅
店
で
休
憩
し
た
︒
こ
の
日
︑
午
前
中
に
駒
形
小
学
校
で
招
魂
祭
を
お
こ
な
っ

て
い
た
︒
午
後
に
駒
形
座
で
講
演
を
し
た
︒
こ
の
劇
場
は
村
落
に
は
不
似
合
い
の
大
き
さ
で
︑
千
三
︑
四
百
人
が
入
れ
る
と
い
わ
れ

た
︒
主
催
は
青
年
会
で
︑
発
起
人
は
清
水
忠
次
郎
村
長
兼
青
年
会
長
︑
下
山
章
吾
幹
事
な
ど
だ
っ
た
︒
東
京
帝
大
教
授
の
美
学
者
大

塚
保
治
の
出
生
地
で
あ
る
︒
こ
の
日
は
︑
江
川
屋
旅
店
に
泊
ま
っ
た
︒
旅
館
は
小
さ
く
︑
客
が
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
い
た
︒
こ
こ
は
赤
城

山
下
の
正
面
に
位
置
す
る
の
で
︑
カ
ラ
風
の
本
場
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
︒

二
十
日
曇
り
︒
汽
車
で
前
橋
市
に
移
り
︑
午
前
は
師
範
学
校
(

)

で
講
演
を
し
た
︒
校
長
は
樋
泉
慶
次
郎
で
あ
る
︒
つ
い
で
︑
前
橋

56

高
校
(

)

で
講
演
を
し
た
︒
成
富
信
敬
中
学
校
長
(

)

は
旧
友
で
あ
る
︒
午
後
は
︑
前
橋
市
大
手
町
の
臨
江
閣
で
開
催
さ
れ
た
市
教
育

57

58

会
で
講
演
し
た
︒
高
橋
源
之
助
会
長
︑
岡
田
養
平
副
会
長
︑
伊
東
保
乃
麿
小
学
校
長
︑
樋
口
千
代
松
図
書
館
長
ら
が
発
起
人
だ
っ
た
︒

帰
路
︑
中
川
友
次
郎
知
事
の
官
舎
を
訪
問
し
た
︒
県
内
務
部
長
は
窪
谷
逸
郎
︑
学
務
課
長
は
坂
本
森
一
で
あ
る
︒
夜
は
︑
住
吉
屋
(

)

59

に
泊
ま
っ
た
︒
こ
こ
は
高
等
旅
館
で
︑
宿
泊
料
が
高
く
︑
優
等
三
円
以
上
︑
一
等
二
円
五
十
銭
︑
三
等
一
円
五
十
銭
︑
四
等
一
円
と

表
示
さ
れ
て
い
た
︒
円
了
は
風
邪
の
た
め
発
声
に
大
い
に
苦
し
ん
だ
︒
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六

十
月
下
旬

十
月
二
十
一
日
快
晴
(

)

︒
ず
っ
と
晴
雨
定
ま
ら
な
か
っ
た
が
︑
今
日
は
じ
め
て
こ
の
快
晴
を
見
る
︒
た
だ
し
終
日
風
が
あ
っ
た
︒

60

午
前
は
勢
多
郡
役
所
議
事
堂
(

)

で
︑
郡
教
育
会
の
た
め
に
講
演
を
し
た
︒
発
起
人
は
横
尾
雄
弥
郡
長
︑
鈴
木
又
吉
郎
教
育
会
長
︑
永

61

井
喜
八
副
会
長
︑
狩
野
虎
千
代
郡
視
学
な
ど
だ
っ
た
︒
前
橋
名
物
は
片
原
饅
頭
だ
と
い
う
の
を
聞
い
て
賞
味
し
た
︒
夜
は
︑
同
じ
く

住
吉
屋
に
泊
ま
っ
た
︒

二
十
二
日
快
晴
︑
朝
の
空
気
に
寒
さ
を
感
じ
た
︒
早
朝
に
人
力
車
で
住
吉
屋
を
発
ち
︑
勢
多
郡
大
胡
町
を
経
て
粕
川
村
に
行
っ
た
︒

会
場
ま
で
の
道
の
り
は
約
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
︒
日
中
︑
蝿
が
と
て
も
多
い
︒
蝿
は
赤
城
の
名
物
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
︒
途

中
で
一
首
吟
じ
た
︒
会
場
は
粕
川
小
学
校
で
︑
主
催
は
四
カ
村
青
年
会
連
合
︑
発
起
人
は
金
田
陸
三
郎
大
胡
町
長
︑
小
池
一
郎
宮
城

村
長
︑
阿
久
沢
忠
三
粕
川
村
長
︑
岩
崎
荘
作
新
里
村
長
︑
各
小
学
校
長
な
ど
で
あ
る
︒
夜
は
瀬
下
長
次
郎
宅
に
泊
ま
っ
た
(

)

︒
62

二
十
三
日
曇
晴
︒
人
力
車
で
前
橋
に
戻
り
︑
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
電
車
に
乗
っ
て
︑
南
橘
村
の
桃
川
小
学
校
に
行
っ
て
講
演
し
た
︒

発
起
人
は
加
々
美
助
次
郎
村
長
(

)

︑
鈴
木
又
吉
郎
細
井
小
学
校
長
(

)

︑
木
村
善
十
郎
桃
川
小
学
校
長
(

)

な
ど
で
あ
る
︒
そ
し
て
休

63

64

65

憩
所
は
真
言
宗
日
輪
寺
だ
っ
た
︒
講
演
後
︑
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
強
︑
電
車
に
乗
り
︑
北
橘
村
の
曹
洞
宗
桂
昌
寺
(

)

に
行
っ
て
宿
泊
し

66

た
︒
明
峰
玄
海
住
職
(

)

は
明
治
三
十
三
年
哲
学
館
卒
業
で
あ
る
︒
寺
は
利
根
川
の
坂
東
橋
た
も
と
の
丘
の
上
に
建
ち
︑
山
河
の
眺

67

望
が
大
い
に
良
い
︒
終
夜
︑
利
根
川
の
川
瀬
の
声
が
︑
枕
頭
ま
で
入
っ
た
︒
そ
の
声
の
方
向
に
よ
っ
て
︑
天
気
の
晴
雨
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
と
聞
い
た
︒
こ
の
村
は
赤
城
山
︑
榛
名
山
の
中
間
に
あ
っ
て
︑
赤
城
お
ろ
し
も
榛
名
お
ろ
し
も
受
け
ず
︑
そ
の
代
わ
り
に

越
後
お
ろ
し
を
受
け
る
と
い
わ
れ
た
︒

二
十
四
日
曇
り
︒
朝
︑
桂
昌
寺
を
辞
し
︑
馬
に
乗
る
こ
と
一
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
橘
小
学
校
に
行
っ
て
︑
午
前
の
講
演
を
し
た
︒

今
井
徳
太
郎
村
長
(

)

︑
角
田
武
三
郎
小
学
校
長
(

)

︑
明
峰
桂
昌
寺
住
職
が
発
起
人
だ
っ
た
︒
午
後
︑
更
に
馬
の
背
に
ま
た
が
り
︑
地

68

69
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勢
高
く
な
っ
た
り
低
く
な
っ
た
り
す
る
間
を
行
く
こ
と
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
で
︑
横
野
村
の
天
台
宗
興
禅
寺
に
着
い
た
︒
こ
の
寺
で

講
演
と
宿
泊
を
し
た
︒
発
起
人
は
木
暮
松
三
郎
村
長
︑
角
田
茂
八
郎
助
役
︑
永
井
喜
八
小
学
校
長
︑
角
田
円
造
小
学
校
長
(

)

で
あ
る
︒

70

こ
の
地
方
は
赤
城
山
斜
面
に
位
置
し
︑
地
形
は
凹
凸
が
な
い
よ
う
だ
が
︑
川
が
あ
る
た
び
に
削
ら
れ
て
い
て
︑
カ
ボ
チ
ャ
の
皮
の
よ

う
に
で
こ
ぼ
こ
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
︒

二
十
五
日
雨
︒
朝
︑
興
禅
寺
を
発
ち
︑
馬
で
吊
り
橋
で
あ
る
大
正
橋
を
渡
り
︑
渋
川
に
出
た
︒
寺
か
ら
停
留
所
ま
で
の
道
の
り
は
︑

約
三
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︒
渋
川
か
ら
電
車
︑
前
橋
か
ら
汽
車
に
乗
っ
て
岩
宿
駅
に
着
き
︑
そ
こ
か
ら
人
力
車
で
四
・
六
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
離
れ
た
山
田
郡
大
間
々
町
に
行
っ
た
︒
街
は
足
尾
街
道
に
沿
っ
て
い
て
︑
赤
城
山
の
登
り
口
で
も
あ
る
︒
赤
城
の
山
麓
に
あ
る

が
赤
城
を
望
む
こ
と
が
で
き
な
い
︒
夜
に
な
っ
て
大
雨
と
な
る
︒
寄
席
共
楽
館
で
青
年
会
の
た
め
に
講
演
を
し
た
(

)

︒
声
が
大
雨

71

に
遮
ら
れ
た
︒
た
だ
大
雨
で
も
︑
聴
衆
が
よ
く
集
ま
っ
た
︒
発
起
人
は
須
永
虎
吉
青
年
会
長
(

)

︑
副
会
長
の
小
野
太
一
︑
近
藤
春

72

吉
(

)

︑
理
事
の
金
子
寅
亮
︑
新
井
宇
四
郎
な
ど
で
あ
る
︒
中
島
幸
平
郡
視
学
(

)

も
出
張
し
て
来
た
︒
旅
館
豊
田
屋
(

)

に
宿
し
て
蚊

73

74

75

の
声
を
聞
い
た
︒
暖
か
す
ぎ
る
の
だ
ろ
う
︒

二
十
六
日
晴
れ
︒
午
前
に
︑
人
力
車
で
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
︑
川
内
村
の
川
内
小
学
校
に
行
っ
て
︑
青
年
会
の
た
め
に
講
演

を
し
た
︒
途
中
の
道
路
は
泥
や
石
が
多
か
っ
た
が
︑
山
林
は
紅
葉
が
交
っ
て
綺
麗
だ
っ
た
︒
中
島
栄
一
郎
村
長
︑
役
場
吏
員
︑
学
校

職
員
︑
青
年
会
員
二
十
名
が
発
起
人
だ
っ
た
︒
午
後
︑
人
力
車
で
大
間
々
に
帰
り
︑
学
事
会
の
た
め
に
大
間
々
小
学
校
(

)

で
講
演
し

76

た
︒
五
十
嵐
謙
三
校
長
な
ど
が
発
起
人
だ
っ
た
︒
そ
の
夜
︑
豊
田
旅
館
で
︑
青
年
会
幹
事
の
た
め
に
特
に
一
席
の
座
談
を
行
っ
た
︒

二
十
七
日
晴
︒
朝
︑
大
間
々
駅
か
ら
汽
車
で
桐
生
町
に
行
き
︑
桐
生
女
子
高
校
(

)

で
講
演
を
し
た
︒
井
部
貞
吉
校
長
は
哲
学
館
明

77

治
三
十
六
年
得
業
で
あ
る
︒
吉
田
恒
喜
郡
長
が
来
た
の
で
会
う
こ
と
が
で
き
た
︒
午
後
は
︑
人
力
車
で
道
の
り
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
境
野
村
に
行
っ
た
︒
機
工
を
本
業
と
し
︑家
々
か
ら
響
く
織
機
の
音
が
連
な
っ
て
い
る
︒
小
学
校
で
青
年
会
に
よ
る
講
演
を
し
た
︒
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教
育
家
の
桜
井
明
︑
宮
永
英
一
な
ど
が
発
起
人
だ
っ
た
︒
夜
は
桐
生
町
に
も
ど
り
︑
金
木
屋
(

)

に
宿
泊
し
た
︒
当
夜
は
市
が
開
か
れ

78

る
日
の
前
夜
と
い
う
こ
と
で
︑
旅
館
は
満
員
で
︑
深
更
に
な
っ
て
も
酔
歌
の
声
を
聞
い
た
︒

二
十
八
日
雨
︒
午
前
と
夜
分
の
二
回
︑
東
洋
織
布
会
社
(

)

で
︑
工
女
の
た
め
に
講
演
を
し
た
︒
工
女
は
住
込
み
と
通
勤
を
合
せ
て

79

約
千
人
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
そ
の
間
︑
午
後
に
桐
生
小
学
校
(

)

で
講
演
を
し
た
︒
郡
教
育
会
の
主
催
で
︑
吉
田
郡
長
︑
中
島
視
学

80

と
各
小
学
校
の
校
長
で
あ
る
原
沢
鋿
太
郎
︑
柳
瀬
昌
史
︑
真
井
晁
︑
黒
崎
弁
之
助
の
四
氏
が
発
起
人
だ
っ
た
︒
桐
生
町
は
人
口
三
万

二
千
余
人
で
︑
小
学
校
は
東
西
南
北
の
四
校
が
あ
る
︒
織
物
の
一
カ
年
の
生
産
額
が
一
千
四
百
万
円
と
い
う
︒
金
木
屋
に
泊
ま
る
︒

深
更
に
な
っ
て
︑
雲
間
か
ら
月
光
が
漏
れ
て
い
る
の
を
見
た
︒
こ
れ
は
実
に
旧
九
月
十
三
夜
の
明
月
だ
っ
た
︒
客
室
の
窓
か
ら
一
吟

も
な
か
っ
た
の
で
一
首
漢
詩
を
作
っ
た
︒
当
日
は
桐
生
の
市
日
だ
っ
た
︒

二
十
九
日
曇
︒
人
力
車
で
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
り
行
き
︑
渡
良
瀬
川
を
越
え
て
広
沢
村
に
入
っ
た
︒
会
場
は
広
沢
小
学
校
で
︑
主

催
は
青
年
会
と
同
窓
会
︑
発
起
人
は
岡
田
清
太
郎
村
長
︑
梅
津
喜
九
平
小
学
校
長
な
ど
で
あ
る
︒
宿
所
は
旧
家
藤
生
佐
吉
郎
氏
の
邸

宅
(

)

で
︑
書
画
︑
骨
董
︑
植
木
︑
盆
栽
を
と
て
も
多
く
所
蔵
し
て
い
た
︒
ま
た
︑
庭
園
の
泉
石
が
大
い
に
趣
を
か
も
し
出
し
て
い
た
︒

81

広
沢
村
は
半
工
半
農
で
︑
農
間
に
各
戸
が
機
織
を
し
て
い
る
︒
こ
こ
か
ら
一
山
越
え
る
と
薮
塚
温
泉
に
達
す
る
︒
そ
の
距
離
は
四
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
と
い
わ
れ
た
︒

三
十
日
快
晴
(

)

︒
人
力
車
で
行
く
こ
と
約
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
︑
太
田
市
に
戻
っ
た
︑
韮
川
村
の
韮
川
小
学
校
で
講
演
し
た
︒

82

こ
の
日
は
︑
教
育
勅
語
が
発
せ
ら
れ
た
記
念
日
と
い
う
こ
と
で
︑
勅
語
奉
読
式
が
あ
っ
た
︒
こ
の
時
期
︑
農
家
は
稲
刈
り
の
時
期
に

あ
た
っ
て
い
て
繁
忙
な
の
で
︑
聴
衆
が
少
な
か
っ
た
︒
発
起
人
は
大
淵
真
三
郎
︑
塩
谷
銈
太
郎
︑
田
島
三
郎
︑
江
森
平
吉
︑
恩
田
栄

三
郎
の
五
氏
だ
っ
た
︒
当
地
に
て
︑
三
十
三
年
前
磯
部
温
泉
で
知
り
合
っ
た
三
吉
亮
作
医
師
と
邂
逅
し
た
︒
講
演
後
︑
道
の
り
三
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
人
力
車
を
走
ら
せ
︑
太
田
町
の
芭
蕉
屋
に
ま
た
泊
ま
っ
た
︒
今
夕
は
旧
九
月
十
五
日
で
︑
明
る
い
月
が
白
く
夜
空
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に
か
か
っ
て
い
る
︒
群
馬
県
に
入
っ
て
は
じ
め
て
の
清
澄
な
夜
だ
っ
た
︒

三
十
一
日
快
晴
︒
人
力
車
で
行
く
こ
と
道
の
り
約
四
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︑
そ
の
間
の
道
路
は
︑
砥
石
の
よ
う
だ
っ
た
︒
そ
し
て
︑

休
泊
村
の
休
泊
小
学
校
で
講
演
し
た
︒
青
年
会
と
報
恩
会
が
連
合
し
て
の
主
催
で
︑
鹿
山
利
忠
村
長
︑
恩
田
栄
三
郎
校
長
︑
鹿
山
彦

一
郎
幹
事
長
︑
柿
間
宥
識
報
恩
会
長
が
尽
力
し
て
く
れ
た
︒
休
泊
村
は
純
農
村
で
水
田
が
多
い
︒
昔
︑
大
谷
休
泊
が
作
り
上
げ
た
用

水
を
用
い
て
い
る
︒
こ
れ
を
休
泊
堀
と
呼
ぶ
︒
村
名
は
堀
に
ち
な
む
と
い
わ
れ
た
︒
夕
方
︑
円
了
は
休
泊
村
に
泊
ら
ず
に
東
京
に
帰

る
こ
と
に
決
め
︑
太
田
駅
発
十
八
時
四
十
九
分
の
汽
車
に
乗
り
込
み
︑
浅
草
駅
に
二
十
二
時
に
着
い
た
︒
月
が
白
く
輝
い
て
い
る
こ

と
は
昨
夜
と
同
じ
だ
っ
た
︒

【
註
︼

(１
)

郷
白
巌
編
︑
一
九
一
九
年
﹃
東
洋
大
学
一
覧
﹄
東
洋
大
学
同
窓
会
︑
一
四
二
頁
参
照
︒
明
治
四
十
三
年
の
千
葉
県
巡
講
で
も
随
行
員
を
務

め
て
い
る
︒
井
上
円
了
︑
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
編
︑
一
九
九
七
年
﹃
井
上
円
了
選
集
第
一
三
巻
﹄
東
洋
大
学
︑
一
二
三
頁
参

照
︒

(２
)

大
塚
久
編
︑
一
九
二
五
年
﹃
跡
見
女
学
校
五
十
年
史
﹄
跡
見
女
学
校
︑
一
七
三
頁
参
照
︒

(３
)

群
馬
県
立
文
書
館
所
蔵
資
料
で
は
︑
大
正
十
年
か
ら
勢
多
郡
長
に
移
動
し
て
い
る
︒
清
水
禎
文
︑
二
〇
〇
五
年
﹁
明
治
期
の
群
馬
県
に

お
け
る
教
育
会
の
歴
史
的
展
開
﹂﹃
東
北
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
研
究
年
報
﹄
第
五
四
集
第
一
号
︑
二
七
頁
の
表
３
中
に
名
前
が
見

ら
れ
る
︒

(４
)

以
後
の
距
離
も
︑
断
り
書
き
が
な
い
限
り
︑
十
メ
ー
ト
ル
単
位
を
四
捨
五
入
し
た
お
お
よ
そ
の
直
線
距
離
で
表
す
︒
講
演
場
所
の
場
所

も
︑
各
校
の
沿
革
を
参
考
に
し
た
が
︑
記
述
の
粗
さ
か
ら
移
転
を
把
握
で
き
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
︒

(５
)

第
二
回
︑
第
三
回
︑
第
六
回
衆
議
院
議
員
選
挙
で
当
選
し
︑
立
憲
自
由
党
に
所
属
し
て
い
た
︒
面
識
を
得
た
の
は
︑
高
橋
九
郎
と
所
属
政
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党
が
同
じ
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
︒
尾
島
町
誌
専
門
委
員
会
編
︑
一
九
九
三
年
﹃
尾
島
町
誌
通
史
編
︑
下
巻
﹄
尾
島
町
︑
一
五
九
頁
参

照
︒

(６
)

一
八
五
二
年
生
ま
れ
で
︑
初
代
・
九
代
村
長
︒﹃
尾
島
町
誌
﹄
一
五
四
頁
参
照
︒

(７
)

十
三
代
町
長
︒
新
田
町
誌
編
さ
ん
室
編
︑
一
九
八
七
年
﹃
新
田
町
誌
第
２
巻
資
料
編
︵
下
︶﹄
新
田
町
︑
二
五
一
頁
参
照
︒

(８
)

十
五
代
村
長
︒﹃
新
田
町
誌
﹄
二
五
三
頁
参
照
︒

(９
)

現
在
は
︑
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
の
一
月
四
日
に
行
っ
て
お
り
︑
そ
の
際
は
交
通
規
制
が
敷
か
れ
る
︒

(

)

二
代
村
長
︒﹃
新
田
町
誌
﹄
二
五
四
頁
参
照
︒

10(

)
﹁
十
八
丁
﹂
の
距
離
は
︑﹁
一
里
﹂
よ
り
は
短
い
と
い
う
体
感
を
表
す
大
体
の
数
字
で
あ
る
︒
現
在
桜
並
木
が
間
に
な
い
の
で
︑
ど
の
道
を

11

通
っ
た
の
か
は
︑
分
か
ら
な
い
︒

(

)

円
了
は
︑﹁
客
室
六
十
余
︑
浴
客
二
︑
三
百
人
を
い
る
る
べ
し
と
い
う
﹂
と
記
し
て
い
る
が
︑
現
在
は
九
室
と
表
示
さ
れ
て
い
る
︒
太
田

12

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵
h
ttp
://w
w
w
.city.o
ta.gu
n
m
a.jp
/san
gyo
u
-k
an
k
o
u
/k
an
k
o
u
-to
k
u
san
/yab
u
d
u
k
a.h
tm
l︶
参
照
︒

(

)
﹁
ホ
テ
ル
ふ
せ
じ
ま
﹂
の
こ
と
で
現
在
も
隣
に
あ
る
︒

13(

)

距
離
か
ら
考
え
て
太
田
市
西
長
岡
町
の
若
宮
八
幡
宮
付
近
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒

14(

)

現
在
の
み
ど
り
市
立
笠
懸
小
学
校
の
前
身
の
一
つ
で
︑
み
ど
り
市
笠
懸
町
鹿
一
五
九
八
に
あ
っ
た
︒
笠
懸
村
誌
編
纂
室
編
︑
一
九
八
七

15

年
﹃
笠
懸
村
誌
下
巻
﹄
笠
懸
村
︑
八
〇
二
頁
参
照
︒

(

)

現
在
の
み
ど
り
市
立
笠
懸
小
学
校
の
前
身
の
一
つ
で
︑
み
ど
り
市
笠
懸
町
阿
佐
美
一
四
五
四
に
あ
っ
た
︒
笠
懸
村
誌
編
纂
室
編
︑
一
九

16

八
七
年
﹃
笠
懸
村
誌
下
巻
﹄
笠
懸
村
︑
八
〇
二
頁
参
照
︒

(

)

五
代
校
長
︒
笠
懸
村
は
︑
集
落
間
の
対
立
の
た
め
︑
小
学
校
が
二
つ
あ
っ
た
︒﹃
笠
懸
村
誌
下
巻
﹄
八
五
一
頁
参
照
︒

17(

)

九
代
校
長
︒﹃
笠
懸
村
誌
下
巻
﹄
八
五
〇
頁
参
照
︒

18(

)

こ
の
距
離
は
︑
直
線
距
離
の
た
め
︑
実
際
の
二
点
間
の
対
角
線
に
近
く
︑
円
了
の
﹁
一
里
半
﹂
よ
り
短
い
︒
利
根
川
を
越
え
た
﹁
利
根
川

19

橋
﹂
は
︑
利
根
橋
だ
と
思
う
が
確
証
は
な
い
︒

(

)

九
代
校
長
︒
高
崎
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
︑
一
九
六
九
年
﹃
高
崎
市
史
第
一
巻
﹄
高
崎
市
︑
一
七
七
頁
︒

20(

)

和
久
田
康
雄
︑
一
九
九
三
年
﹃
私
鉄
史
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹄
電
気
車
研
究
会
︑
五
八
頁
参
照
︒

21(

)

翌
大
正
七
年
一
月
に
電
化
さ
れ
た
︒

22(

)

五
代
町
長
︒
沼
田
町
史
編
纂
委
員
会
編
︑
一
九
五
二
年
﹃
沼
田
町
史
沼
田
を
中
心
と
す
る
利
根
の
研
究
﹄
沼
田
町
︑
九
三
六
頁
参
照
︒

23
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(

)

小
学
校
の
校
舎
は
川
場
村
歴
史
民
俗
資
料
館
と
し
て
現
存
し
て
い
る
︒

24(

)

二
〇
一
六
年
三
月
三
十
一
日
廃
校
︒

25(

)

今
の
道
の
り
で
は
︑
七
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
︒

26(

)

当
時
︑
沼
田
中
学
校
は
沼
田
市
西
倉
内
町
七
四
六
に
あ
っ
た
︒

27(

)

米
屋
は
続
い
て
い
る
が
︑
ど
ち
ら
も
有
名
旅
館
だ
っ
た
け
れ
ど
も
廃
業
し
て
い
る
︒

28(

)

桃
野
村
誌
編
纂
委
員
を
務
め
た
︒
桃
野
村
編
︑
一
九
七
二
年
﹃
明
治
四
十
三
年
刊
桃
野
村
誌
復
刻
﹄
月
夜
野
町
教
育
委
員
会
︑
一
頁
参

29

照
︒

(

)

古
馬
牧
村
誌
編
纂
委
員
会
編
︑
一
九
七
二
年
﹃
古
馬
牧
村
誌
月
夜
野
町
誌
・
第
二
集
﹄
月
夜
野
町
誌
編
纂
委
員
会
︑
二
二
八
頁
参
照
︒

30(

)

増
田
信
太
郎
と
あ
る
が
︑
増
田
誠
三
が
正
し
い
︒﹃
古
馬
牧
村
誌
﹄
二
二
九
頁
参
照
︒

31(

)

い
ず
れ
も
卒
業
は
し
て
い
な
い
︒

32(

)

塩
原
太
助
翁
記
念
公
園
公
園
︵
み
な
か
み
町
新
巻
︶
に
あ
る
碑
を
指
す
と
思
わ
れ
る
︒

33(

)

円
了
が
記
し
た
﹁
二
里
の
間
﹂
か
ら
︑
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
の
り
だ
と
考
え
る
と
︑
後
閑
村
長
宅
は
︑
後
閑
駅
付
近
で
あ
っ
た
と
思
わ

34

れ
る
︒

(

)
﹁
三
里
半
﹂
と
あ
る
が
︑
赤
谷
湖
が
あ
る
現
道
だ
と
︑
一
二
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
︒

35(

)

円
了
が
法
師
温
泉
に
宿
泊
し
た
の
は
︑
明
治
十
六
年
七
月
の
こ
と
だ
が
︑
ど
ち
ら
の
宿
か
の
記
述
は
な
い
︒
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念

36

学
術
セ
ン
タ
ー

編
︑
一
九
九
二
年
﹃
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報
﹄
第
一
号
︑
東
洋
大
学
︑
一
二
二
頁
参
照
︒
現
在
は
︑
長
寿
館
の
み
が

営
業
し
て
い
る
︒

(

)
﹁
信
光
寺
﹂
と
あ
る
が
︑
真
光
寺
が
正
し
い
︒

37(

)

井
上
円
了
︑
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
編
︑
一
九
九
七
年
﹃
井
上
円
了
選
集
第
一
二
巻
﹄
東
洋
大
学
︑
五
九
一
頁
の
年
月
不
詳
な
渋

38

川
講
演
を
指
す
︒

(

)

円
了
は
︑﹁
二
十
年
前
﹂
と
書
い
て
い
る
が
︑﹃
井
上
円
了
選
集
第
一
二
巻
﹄
五
八
五
頁
に
よ
れ
ば
︑
二
十
五
年
前
の
明
治
二
十
五
年
四
月

39

上
旬
で
あ
る
︒

(

)

七
代
校
長
︒
室
田
町
誌
編
集
委
員
会
編
︑
一
九
六
六
年
﹃
室
田
町
誌
﹄
室
田
町
誌
編
集
委
員
会
︑
四
七
三
︑
六
八
七
頁
参
照
︒

40(

)

職
と
名
前
は
﹃
室
田
町
史
﹄
四
九
四
頁
か
ら
補
っ
た
︒

41(

)

職
と
名
前
は
﹃
室
田
町
史
﹄
四
八
六
頁
か
ら
補
っ
た
︒

42
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(

)

十
二
代
校
長
︒
職
と
名
前
は
﹃
室
田
町
史
﹄
四
五
六
頁
か
ら
補
っ
た
︒

43(

)

高
崎
市
八
島
町
の
イ
ノ
ウ
エ
ビ
ル
に
あ
っ
た
︒
高
崎
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
︑
二
〇
〇
四
年
﹃
新
編
高
崎
市
史
通
史
編
四
近
代
現
代
﹄

44

高
崎
市
︑
八
八
七
頁
参
照
︒

(

)

第
三
代
四
代
市
長
︒
高
崎
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
︑
一
九
七
〇
年
﹃
高
崎
市
史
第
二
巻
﹄
高
崎
市
︑
七
一
頁
参
照
︒

45(

)

高
崎
市
編
︑
一
九
二
七
年
﹃
高
崎
市
史
下
巻
﹄
高
崎
市
︑
二
一
〇
頁
参
照
︒

46(

)
﹃
高
崎
市
史
下
巻
﹄
二
一
二
︑
二
七
七
︑
二
八
七
頁
参
照
︒

47(

)
﹃
高
崎
市
史
下
巻
﹄
二
一
五
︑
二
八
六
頁
参
照
︒

48(

)
﹃
高
崎
市
史
下
巻
﹄
二
一
七
頁
参
照
︒

49(

)
﹃
高
崎
市
史
下
巻
﹄
二
一
九
頁
参
照
︒

50(

)

円
了
は
︑﹁
山
端
息
軒
﹂
と
す
る
が
︑﹁
山
端
息
耕
﹂
が
正
し
い
︒﹃
高
崎
市
史
下
巻
﹄
四
五
五
頁
参
照
︒
ま
た
︑
長
松
寺
に
は
︑
山
端
息

51

耕
の
手
稿
や
修
養
会
の
冊
子
が
残
っ
て
い
る
︒

(

)
﹃
高
崎
市
史
下
巻
﹄
二
四
八
頁
参
照
︒

52(

)

高
崎
市
末
広
町
二
十
三
︱
一
に
あ
っ
た
︒
現
在
は
高
崎
市
文
化
会
館
︑
高
崎
少
年
科
学
館
な
ど
に
な
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑﹃
新
編
高
崎
市

53

史
通
史
編
四
﹄
九
一
六
頁
に
は
︑﹁
下
田
歌
子
・
巌
谷
小
波
・
井
上
円
了
・
中
村
孝
也
な
ど
当
代
一
流
の
講
師
を
招
い
て
の
講
演
会
は
︑

多
感
な
年
代
の
生
徒
に
感
銘
を
与
え
た
﹂
と
円
了
の
こ
の
講
演
へ
の
言
及
が
あ
る
︒

(

)
﹃
高
崎
市
史
下
巻
﹄
二
三
九
頁
︑﹃
高
崎
市
史
第
一
巻
﹄
二
七
五
頁
参
照
︒

54(

)

円
了
は
︑﹁
花
敷
山
﹂
と
す
る
が
︑
同
寺
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵
h
ttp
://w
w
w
.tak
ijigen
ji.o
r.jp
/︶
に
よ
る
と
﹁
華
敷
山
﹂
が
正
し
い
︒

55(

)

群
馬
大
学
の
前
身
︒
現
在
︑
前
橋
市
日
吉
町
一
丁
目
の
ベ
イ
シ
ア
文
化
ホ
ー
ル
︵
群
馬
県
民
会
館
︶︒

56(

)

当
時
の
住
所
は
︑
前
橋
市
紅
雲
町
で
現
在
地
と
は
異
な
る
︒

57(

)

十
二
代
校
長
で
︑
東
京
大
学
卒
︒
前
橋
高
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵
h
ttp
://w
w
w
.m
aeb
ash
i-h
s.gsn
.ed
.jp
/k
o
ch
o
/rek
id
ai/︶
参
照
︒

58(

)

前
橋
市
千
代
田
町
二
丁
目
︑
前
橋
テ
ル
サ
が
建
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
︒

59(

)

円
了
は
︑﹁
開
晴
﹂
と
し
て
い
る
︒

60(

)

前
橋
文
学
館
の
掲
示
地
図
に
よ
る
と
前
橋
市
竪
町
に
あ
っ
た
︒

61(

)
﹁
粕
川
か
ら
赤
城
山
上
ま
で
三
里
︑
神
社
ま
で
四
里
︑
山
上
に
は
九
十
九
谷
あ
り
と
い
う
︒﹂
と
い
う
赤
城
山
と
の
距
離
を
記
す
文
が
︑
こ

62

の
日
に
あ
る
が
︑
こ
の
距
離
は
お
か
し
い
︒
粕
川
か
ら
赤
城
神
社
ま
で
が
約
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︑
そ
こ
か
ら
︑
山
上
の
大
沼
ま
で
が
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約
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
︒

(

)

九
代
村
長
︒
南
橘
村
誌
編
纂
委
員
会
編
︑
一
九
五
五
年
﹃
南
橘
村
誌
﹄
南
橘
村
役
場
︑
六
一
頁
参
照
︒

63(

)

初
代
校
長
︒﹃
南
橘
村
誌
﹄
一
二
二
頁
参
照
︑
略
伝
は
二
二
五
頁
︒

64(

)

十
二
代
校
長
︒﹃
南
橘
村
誌
﹄
一
一
七
頁
参
照
︑
略
伝
は
二
一
九
頁
︒

65(

)

北
橘
村
誌
編
纂
委
員
会
編
︑
一
九
七
五
年
﹃
北
橘
村
誌
﹄
北
橘
村
︑
九
〇
一
頁
参
照
︒

66(

)

桂
昌
寺
十
五
世
︑
總
持
寺
副
監
院
︒﹃
北
橘
村
誌
﹄
九
〇
四
頁
参
照
︒

67(

)

十
代
村
長
︒﹃
北
橘
村
誌
﹄
四
三
三
頁
参
照
︒

68(

)

七
代
校
長
︒﹃
北
橘
村
誌
﹄
六
六
九
頁
参
照
︒

69(

)

ど
ち
ら
か
が
三
原
田
小
学
校
長
だ
が
︑
校
名
は
分
か
ら
な
か
っ
た
︒

70(

)

住
所
は
不
明
だ
が
︑
数
々
の
講
演
も
行
わ
れ
て
お
り
︑
大
正
五
年
十
月
十
六
日
に
同
じ
と
こ
ろ
で
︑
高
島
平
三
郎
が
講
演
し
て
い
る
︒

71

大
間
々
町
誌
編
さ
ん
室
編
︑
一
九
九
六
年
﹃
大
間
々
町
誌
別
巻
三
近
代
・
現
代
資
料
編
﹄
大
間
々
町
誌
刊
行
委
員
会
︑
七
七
八
頁
︑
大

間
々
町
誌
編
さ
ん
室
編
︑
二
〇
〇
一
年
﹃
大
間
々
町
誌
通
史
編
下
﹄
大
間
々
町
誌
刊
行
委
員
会
︑
五
八
二
頁
参
照
︒

(

)
﹃
大
間
々
町
誌
通
史
編
下
﹄
五
八
一
頁
参
照
︒

72(

)

七
代
町
長
︒﹃
大
間
々
町
誌
通
史
編
下
﹄
九
八
八
︑
九
九
〇
頁
参
照
︒

73(

)
﹃
大
間
々
町
誌
通
史
編
下
﹄
五
五
四
頁
参
照
︒

74(

)
﹃
大
間
々
町
誌
通
史
編
下
﹄
三
五
九
頁
に
よ
れ
ば
︑﹃
大
間
々
繁
盛
記
﹄
に
旅
館
が
出
て
い
る
と
い
う
が
未
管
見
で
あ
る
︒
二
〇
一
六
年

75

十
二
月
に
廃
業
し
た
が
︑
み
ど
り
市
大
間
々
町
大
間
々
に
あ
っ
た
︒

(

)

現
在
︑
み
ど
り
市
大
間
々
町
桐
原
の
同
地
は
︑
大
間
々
中
学
校
に
な
っ
て
い
る
︒

76(

)

当
時
は
桐
生
市
仲
町
一
丁
目
に
あ
っ
た
︒

77(

)

絵
葉
書
に
よ
る
と
︑
桐
生
市
本
町
に
あ
っ
た
旅
館
で
あ
る
︒

78(

)

現
在
︑
桐
生
市
役
所
が
あ
る
桐
生
市
織
姫
町
一
丁
目
一
番
地
に
あ
っ
た
︒

79(

)
﹁
南
船
北
馬
集
﹂
の
記
述
は
東
小
学
校
︒

80(

)

桐
生
市
広
沢
町
︑

参
照
︒

81

h
ttp
://w

w
w
.kiryu

cci.or.jp
/F
T
/2007h

u
kei/07h

u
jiu
ke.p
d
f

(

)

(

︶
参
照
︒

82

60
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